農地使用貸借契約書

　貸主及び借主は、この契約書に定める各事項に従って使用貸借契約を締結する。

令和　　年　　月　　日

貸主　住所　

氏名　　　　　　　　　　　　　　　印
借主　住所　

氏名　　　　　　　　　　　　　　　印　

　この契約書は、３通作成して貸主及び借主がそれぞれ１通を所持し、農業委員会に１通を提出する。

記

１．使用貸借の目的物

　貸主は、この契約書に定める各事項に従い、借主に対して別表１に記載された土地、その他の物件を無償にて使用収益させることとする。

２．使用貸借の期間

　使用貸借の期間については、定めのあるものと定めのないもののいずれか一方とする。

1)定めなし

2)定めあり　　使用貸借の期間は

令和　　年　　月　　日から令和　　年　　月　　日までの　　年間とする。

３．使用貸借の返還

　使用貸借物の返還の時期については、民法第597条によるものとし、使用貸借物の返還がなされた場合には、所定の方法にて遅滞なく農業委員会に届け出なければならない。

４．使用貸借物の維持管理

　借主は、使用貸借の期間中は通常の使用貸借物の使用収益を為すに、支障をきたさない程度以上の維持管理をするものとする。

５．契約の変更

　契約事項を変更する場合は、その変更事項を契約書に明記し、かつ、農業委員会に遅滞なく、届け出なければならない。

６．経常費用、修繕費及び改良費

　貸主は、経常費用としての通常使用貸借物に賦課される租税等を負担することとするが、修繕費及び改良費については、貸主及び借主でその都度協議して定める。
別表１　土地、その他の物件の表示

	大字
	字
	地番
	地目
	台帳面積（㎡）
	備考

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


